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ブニュエルの「プルジョアジーの密かな愉しみJ以景の、奇りで狂った人間像。オランダから登場した‘‘peeping cinema" 
藝ヴェネチア国際映画祭

国際批評家連盟賞受賞

QUIRKY！匡圭戸
注目のオランダ映画界から、
奇妙で奇抜な異色作の登場！
ポール・ヴァーホーベンやヨス・ステリング監督を輩出し、

さらに最近では「アントニア」「キャラクター孤独な人の肖像J

と2年連続アカデミー賞•最優秀外国語映画賞を受賞してい

るオランダ映画界。そこには異色な発想と突出した独特のセ
ンスが噴出し、常に注目を集めている。

そのオランダからまたしても、新たに奇抜な映画が登場した。

その名も「ドレスJ。

PEEPING！豆＝
“変態”という名の‘‘ドレス’'を着る、
密かな愉しみ・・・。
心地よい“覗き”の世界へ誘う。
今、一見何の変哲もないカラフルな柄のドレスが、はるか

昔より封印してきた日常の中の激しい欲望を、突然甦らせた。

このドレスの行く先々で、ある者は命を失い、ある者は狂人

に追われ、ある者は激しく欲情する・・・。

ドレスという単純な索材が、ある日突然、人々の隠された欲
ノロシ

望に火を点けたのだ。その欲望の狼煙は、ドレスが形を変え、

端切れとなって、燃えつきて消えるまで、止まることを知らない。

しかしこの映画は、呪いのドレスを主人公にしたオカルト

趣味の物語ではない。

この映画の面白さは、一枚のドレスが人の手から手へ渡っていく中で、人々の日

常生活の中の生と死、欲望、セックス、暴力、変態を垣間見、さらには挑発し、暴き出

していくところにある。その人間の悲劇＆喜劇の一部始終を目撃するドレス。しかし

その視線は、同時に観客の目であり、いつの間にかpee pi ngの心地よい世界に誘

っていく。

EXPOSE!~菩戸心
ヴェネチア国際映画祭・連続受賞の鬼オ
監督はオランダにおいて、演劇作家として数々の賞を受賞しているアレックス・フ

ァン・パーメルダム。彼の長編デビュー作「アベル」 (86年）は、閉ざされた世界観の

青年と‘‘覗き窓’'の娼婦を主人公にしたブラックな傑作として、ヴェネチア国際映画祭・

批評家賞をはじめ、オランダ・アカデミー賞を総ナメにした。

そして今回登場する彼の第 3作「ドレス」では、‘‘男と女の争い’'という永遠のテ

ーマを根底に息づかせながら、容赦ない力強さで、時に露出狂的に人々の隠された

欲望を白日のもとにさらしていく。

ふたたびヴェネチア国際映画祭で国際批評家連盟賞を獲得する一方、アメリカ

のハリウッド・リポーター等でも絶賛されたことは記憶に新しい。
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＊人間の大量の欲求不満、絶望、怒りの下で

生まれた“災いのドレス’'がめぐっていった、

とんでもない出来事の伝記。

ハリウッド・リポーター (97.3.)

＊エキセントリックなコメディであるにも関わらず、

性的な面できわどく攻撃的な映画だ。

ヴァラエティ（96.10.)

＊強いて言うならば、ルイス・ブニュエルの

「ブルジョアジーの密かな愉しみ」が想起され、

とにかく実に痛快なのだ。

監督の目には、世界は悲しくも

ひたすら笑うべき場所に見えている。

ムーヴィング・ピクチャーズ（97.1.)

• 
••• 

•• 

• 

他人の日常を覗き見ることが

とんでもなく不思議な体験で、 ゜＊その他人の日常がいかに変態かを 吻
体感できる映画。

条態＼亀傘

1996年／オランダ映画／カラー／ 1 時間43分／ 110～ぷm疇ol

製作：マルク・ファン・パーメルダム
音楽：ヴィンセント・ファン・パーメルダム

監督・舅本：アレックス・ファン・パーメルダム
出漬：アリアーヌ・シュルター、アンリ・ガルサン、リッキー・クール
協力：日活／宣伝協力：シネマ·キャッツ配給：アスミック・エースエンタテインメント n
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